
コンサルティングプチ講座　　

　

今月のテーマ：債務者区分 とは？

　みなさまは、「債務者区分」という言葉をご存知でしょうか？
「債務者区分」とは、金融機関が金融庁の金融検査マニュアルに基づいて融資先の企業に付けた区分
（ランク付け）のことをいい、その企業の財務状況や返済状況等によって６つに分けられます。
金融機関は、この債務者区分と自行で作成しているマニュアル等のいくつかの指標によってその企業
に対する査定をおこない、融資のスタンスを決めています。もしみなさまの会社の業績が悪化し債務
者区分のランクが下がっていくと、金融機関の態度もしだいに厳しくなります。
　表の一番右に「引当率」の項目がありますが、これはある大手都市銀行のある年の貸倒引当金の引
当率を示しています。ランクが下がるにつれて引当金の割合は大きくなり、実質破綻先や破綻先では、
融資額の１００％の引当金を積んでいることが分かります。（各行によって割合は異なります。）
金融機関にとって、貸倒引当金はそのままその支店の損失になってしまいます。また、ランクが下が
ると新規融資が難しくなったり、要管理先や破綻懸念先以下では、融資の回収をはかろうとする場合
もあります。つまり、企業側はこの債務者区分のランクを上げて金融機関から良いランクを付けらな
ければ、資金調達ができなくなってしまうのです。
　利益を出すこと、可能な限り税金を払って内部留保を増やすこと、借入金を増やしすぎないこと、
自己資本比率を上げること、いずれも経営における原理原則ですが、経営者の方にはをぜひ改めて意
識していただきたいと思います。
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今月のオススメ本 

　みなさまが日々お仕事をされる中で、さまざまな問題や課題
と向き合っていらっしゃるかと思います。書店に行くとこうし
た問題解決に関する書籍がたくさんありますので、手に取った
ことがあるという方も多いのではないでしょうか。外資系コン
サル出身の方、一流企業出身の方など様々な方が著されていま
す。そこにはフレームワークや課題解決の手法がいくつも紹介
され、ケーススタディーも載っていたりしますよね。
　しかし、今回ご紹介する本はこうした課題の「解決」につい
てではなく、そもそもの「課題」はあっているのか？本当にそ
の「課題」で正しい答えが導き出せるのか？という「課題（イ
シュー）」についてフォーカスされています。
　問題はまず「解く」ものと考えがちだが、まずすべきは本当
に解くべき問題、すなわちイシューを「見極める」ことだ。
と著者は述べられています。普段とは少し違った角度から、課
題や問題にアプローチしてみてはいかがでしょうか？

イシューからはじめよ

知的生産の「シンプルな本質」

著：安宅和人

英治出版株式会社

「後継者育成」

　最近、事業承継についてのご相談が多くなってきました。一番多いご相談
のパターンは、「後継者（子供）はいるものの可能な限り財務体質や資金繰
りを改善して引き継がせたい」ということです。社長という立場のみならず
親の立場もありますので、そう考えるのは当然でしょう。
　しかし、結論から申しますとそれは不可能に近いと思います。これまで何
十年にも渡って経営をしてきた結果が貸借対照表（財産状況）と言えますの
で、後継者に譲りたいから短期的に改善できるほど甘いものではありません。
それよりも重要な事は、現在の状態から脱するために何をどうすべきなのか、
経営者としてどう判断すべきかを考えることができる「力」をつけさせてあ
げることです。空腹のライオンに羊を与えたところで瞬間的にお腹は満たさ
れますが、長くは生きていけません。教えるべきは羊を捕まえる方法です。
それが後継者育成であり、経営者として最後の仕事ではないかと思います。
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